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開発の記録

01/11  11/01  

企画・開発開始  

サービスリリース  
 
iOS版のみ公開 
 

03/16  

リプレース＆  
パッケージ更新  
 

04/04  

Android版リリース  
 
 
 
 

05/02  

イベント機能リリース  
 

06/15  

5000DL 突破  

07/13  

デザイン 
リニューアル  
 

2024 2025



開発体制  

にに！
　・企画  / 設計 / 開発 / 運営

Aipo
　・ロゴデザイン  / ポスターデザイン  / アートディレクションサポート



初期構想  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機能（アルバム）

同インスタンスのフレンドに 自動共有 

レタッチ機能 

QRコード読み取り機能 

サイン付与機能 

VRChat で撮った写真をアプリに 自動転送 



PCからスマホに移す作業はもう不要！  

VRChatで撮った
写真がアプリに反映



　　　　　　  でフレンドなら

同じインスタンスで撮った写真が 互いに共有される！

💡自動共有機能のオンオフ切替可能

🛑同インスタンスにいる他ユーザーの情報を勝手に送信しません！

・送信されるのは自分の情報のみ。それもオンオフ可能

・他の赤ステユーザーの情報が連携されてしまうなどのトラブルは起きません...！

フレンドの撮った写真が欲しい！  



写真の加工・投稿までアプリで完結！  

フィルターで
簡単レタッチ✨

アプリ内から
そのまま投稿！

加工機能 
・切り抜き 
・フィルター 
・色調調整 
・テキスト付与 
etc... 



「QRコードがあっても...」を解決！  

QRコードを
写真に収めて

自動
転送

ワンタップで
QR読み込み



機能（イベント）

行きたいイベントのスケジュールを当日まとめて 通知 

イベント情報を複数人で編集可能 

イベントスケジュールを隔週〇曜日や、毎月△日 
のようなパターンで登録可能 

VRChat のイベントをアプリで 簡単検索 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これからの Kipcha は何を目指すのか？  

「VRChat のインフラ」

VRChat の体験を支え、拡張する。

写真を通じたユーザーのポジティブなコミュニケーションを広げる。

イベント参加の門戸を広げ、イベント文化を盛り上げる。

あらゆる媒体でのイベント一元管理を実現し、イベント管理コストの最小化。



つまり...？  

目指すは、

『みんなが当たり前に Kipchaを入れてる未来』

「集合写真とかツーショは当たり前に共有されるよね！」
「イベントは Kipchaに登録するだけでいいから楽だよね！」

＋α
みんな入れてるからこそできる機能が開発できる ...！！！

みんなが使えば使うほど、 Kipcha は便利になる！できることも広がる！



実現予定、構想中の内容

アプリのUIと同じ

イベント検索ができる

ワールドギミック  開発

ブラウザ版  開発

ゲーム内から

アルバムを確認できる

ワールドギミック  開発

VRChat 関連イベントの

共同企画
etc…他個人開発システムとの

連携



どのような運営方針？  

収益化は目指しません...！  
　＝＞ユーザーやイベント団体からお金を頂くことはありません(※)  

※FANBOX での支援は募集していますが、サーバー維持費やアプリ公開料の補填のためにのみ使用しており、 
　 収益目的ではございません。 

企画や、機能連携のご提案を歓迎しております！  
　ex.) フォトコンテストやファッションコンテストの共同企画や  
　　　 イベントコラボ、別サービスとの連携  

「無茶かも...」みたいな提案
でも気軽に相談して 

大丈夫です 

追加の画面や機能を要する提案でも、まずはご相談からどうぞ～！  



連絡先 

Twitter (X)：@SokosokoNini  

VRChat：にに！！  

結構気軽に 
連絡して大丈夫ですよ～ 

企画の提案や一緒に何かやりたいなどの
相談のDMお気軽にどうぞ～


